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極
め
な
が
ら
、
令
和
８
年
度
に
は
法
律
に
基

づ
く
新
た
な
給
付
制
度
と
し
て
実
施
す
べ
く
、

令
和
５
年
度
か
ら
各
地
で
試
行
的
な
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
速
や
か
な
制
度

の
導
入
に
加
え
、
育
児
と
多
様
な
働
き
方
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
両
立
の
推
進
の
た
め
に
、

政
府
に
対
し
て
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
特

段
の
取
組
み
を
求
め
る
。

一
、
実
施
事
業
所
が
不
足
す
る
地
域
で
は
、

十
分
な
受
け
入
れ
先
を
確
保
す
る
た
め
の
施

策
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
自
治
体
に
よ
っ
て
一
人
当
た
り
の
利
用

時
間
の
上
限
を
増
や
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
、
障
が
い
児
や
医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
、
潜
在
的
待
機
児
童
の
解
消
も
視
野
に
入

れ
て
、
重
層
的
な
見
守
り
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
よ
う
な
制
度
設
計
と
す
る
こ
と

「
国
際
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
条
約
」
締
結
に
向
け

た
更
な
る
積
極
的
姿
勢
を
求
め
る
意
見
書

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
人
類
に
便
利
な
生
活

を
も
た
ら
し
た
が
、
大
量
生
産
・
大
量
消

費
、
さ
ら
に
有
害
な
物
質
が
添
加
さ
れ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
等
は
３
大
危
機
（
気
候

変
動
・
生
物
多
様
性
の
損
失
・
汚
染
）
の
一

因
だ
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
採
掘
、
輸
送
、

製
品
製
造
、
廃
棄
の
過
程
に
お
い
て
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２
。
毎
年
約
４
億
ト
ン
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
造
品
。
推
定
１
０
０
０
万
ト
ン
か

ら
１
２
０
０
万
ト
ン
の
海
洋
流
入
。
マ
イ
ク

ロ
・
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
は
海
洋
だ
け

で
な
く
陸
上
の
生
態
系
、
人
間
の
健
康
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
国
際
社
会
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
汚
染
の
根
絶
を
目
的
に
「
国
際
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
条
約
」
締
結
に
向
け
動
き
出
し
た
。

　
し
か
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
依
存
の
大
き
な

日
本
は
、
廃
棄
物
管
理
や
技
術
面
に
お
け
る

積
極
的
な
貢
献
を
果
た
す
一
方
で
、
世
界
一

律
の
生
産
制
限
に
対
し
消
極
的
姿
勢
を
示
し

て
い
る
。
同
様
の
姿
勢
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
は

８
月
に
方
針
転
換
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生

産
制
限
を
支
持
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
国
際
条
約
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、
環
境
を
め

ぐ
る
多
国
間
協
力
が
大
幅
に
促
進
さ
れ
、
公

共
の
福
祉
の
増
進
も
大
き
く
飛
躍
す
る
。
日

本
に
お
い
て
も
、
国
際
社
会
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
積
極
的
な
姿
勢
で
条
約
締
結
に
向
け
取

り
組
む
よ
う
以
下
を
求
め
る
。

⑴
　
バ
ー
ジ
ン
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
・
消

費
の
持
続
可
能
な
水
準
へ
の
国
際
的
削
減

⑵
　
危
険
性
が
あ
り
現
実
的
に
根
絶
可
能
な

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
特
定
し
た
上
で
の
国
際
的

禁
止

⑶
　
削
減
・
リ
ユ
ー
ス
・
安
全
な
リ
サ
イ
ク

ル
を
可
能
と
す
る
製
品
設
計
・
性
能
の
国
際

的
要
求

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
充
実
を
図
る
た
め
、

国
予
算
の
大
幅
増
額
を
求
め
る
意
見
書

　
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
路
線
バ
ス
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど

地
域
公
共
交
通
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
吉
川
市
で
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
市
民
要
望
に
応
え
る
べ
く
令
和
５
年

10
月
に
吉
川
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
を
設

置
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
向
け
検

討
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
内
自
治
体

で
も
国
の
補
助
金
や
特
別
交
付
税
を
受
け
な

が
ら
拡
充
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

補
助
金
は
計
画
の
策
定
自
治
体
が
増
加
す
る

に
つ
れ
て
金
額
が
漸
減
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
埼
玉
県
内
で
は
、バ
ス・タ
ク
シ
ー

運
転
手
の
不
足
が
深
刻
化
し
、
路
線
バ
ス
の

減
便
・
廃
止
に
加
え
、
バ
ス
事
業
者
か
ら
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
か
ら
の
撤
退
表
明
や

相
談
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

地
域
公
共
交
通
機
関
の
崩
壊
を
招
き
、
地
域

の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に

な
り
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
の
「
第
二
次
交
通
政
策
基
本

計
画
」
で
は
、「
交
通
事
業
が
独
立
採
算
制

を
前
提
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で

に
も
増
し
て
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
お
い
て
、
路
線

の
廃
止・撤
退
が
雪
崩
を
打
つ
『
交
通
崩
壊
』

が
起
き
か
ね
な
い
」
と
危
機
感
を
記
し
て
い

ま
す
。

　
交
通
が
直
面
す
る
「
危
機
」
を
乗
り
越
え

る
た
め
、
政
府
に
お
い
て
は
、
下
記
の
対
策

を
講
ず
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

1…

　
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
を
は

じ
め
、
国
の
予
算
を
大
幅
に
増
額
す
る
こ
と
。

2…

　
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
発
展
に
向

け
て
、
国
と
地
方
自
治
体
が
連
携
し
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
実
情
に
即
し
た

支
援
策
の
構
築
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
。


